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（目的）特発性大腿骨頭壊死症（10NF）の早期
診断と予後判定におけるMRIの有用性について検
討した。
（対象）10NFと診断された47例で、男性34例女
性13例。年齢は19から68歳、平均45歳。原因別
ではステロイド性22例、アルコール性23例、い
わゆる特発性3例である。厚生省研究班病期分類
ではStage　I27股、　H29股、　In22股、　IV8股であ
る。
（方法）①Stage　I、　Iiの早期10NFにおけるX
線、CT、シンチグラム、　MRI（T，強調像）　それ
ぞれの有所見率について検討した。②病巣範囲の
大きさと、荷重部位との関係に着目した厚生省研
究死病型分類に準じたMR分類を用いて、隅隅の
予後について検討した。
（結果）①Stage　llにおけるX線、　CT、シンチグ
ラム、MRI各画像の有所見率は100％であるが、
Stage工におけるそれぞれの有所見回はX線0％、
CT　O％、シンチグラム58％、　MRI　lOO％であっ
た。②Stage　皿、IVに進行するものは、　MR分類
でMR分類でMR－A型0％、　MR－B型0％、　MR　一C
型72％、MR－D型0％であった。
（考察）①10NFの診断は主にX線で行われてい
るが、X線で全く異常の見られないStage　Iから
急激にStage　IVへと進行する例もあり、早期診断
が重要となる。Stage　IにおけるMRIの有所見率
は100％であり現在最も有用な検査法であるとい
える。また、片側罹患例の健側股で、MRI所見
が正常であった場合は、その後10NFへ移行する
例はなかった。②MR分類は超早期時期よりの予
後推測も可能であり、保存的治療で可能と思われ
るMR－A，B，D各型に比べて、特にCollapseする可
能性が高いMR－C型においては、骨頭温存手術の
適応を決めるうえでも有用である。
［目的］近年、同種血輸血に伴う感染症やGVH
Dなどの防止のために自己血輸血が積極的に行わ
れている。東京医大整形外科及び関連病院では
1990年4月より貯血式自己血輸血を、また1994年
2月より術中回収式自己血輸血を併用して股関節
手術を行ってきており、その有用性を検討した。
［方法］1990年4月以降に施行した自己血輸血を
併用した股関節手術症例は125例（男25例女100
例〉で手術時年齢は12歳から80歳平均54．1歳であ
る。原疾患はOA85例，　RA12例，大腿骨頭壊死
19例，前股関節症5例，その他4例で、術式はTH
A83例（セメント28例・セメントレス45例・ハ
イブリッド10例〉、THA再置換術14例、寛骨臼
回転骨切り術（以下RAO）13例、　Chiari骨盤骨
切り術（以下Chiari）4例、　Chiari骨盤骨切り術と
大腿骨骨切り術の併用6例、その他5例である。こ
れらに対し、術前貯血量、出血量、同種血輸血回
避率などにつき検討した。
［結果］術前貯血量は平均732．4m1で、35例に
は術中回収式を併用し平均302．3m　1を回収した。
全出血量は1454，7±672mlであり全症例の同種
血回避率は47．2％であり術式別にはTHA44。8％，
THA再置換18．2％，　R　A　O76．9％，　Chiari100
％，Chiari＋大腿骨骨切り33．3％であった。　R　A
症例や再置換症例で同種血輸血併用となることが
多かったが古血式に加えて回収式を併用した症例
に限ると回避率は87．5％と向上していた。貯血式
自己血輸血の合併症は採血後の貧血による途中中
止18例，血管迷走神経反射8例などで、貧血によ
る採血基準外の症例も29例あった。
［結論］94年以降貯血式と術中回収式を併用して
から同種血回避率は向上した。しかしRA症例・
再置換症例に対してはさらになんらかの工夫が必
要と思われた。
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